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安心の老後に向けて・・・

わたしたちが
　できること
　すべきこと

富
良
野
市
の
「
少
子
高
齢
化
」
は
　

ど
れ
だ
け
進
ん
で
い
る
の
？

◆
４
人
に
１
人
が
高
齢
者

　
「
高
齢
者
人
口
」と
は　

歳
以
上
の
人
口
、

６５

「
高
齢
化
率
」
と
は
総
人
口
に
対
す
る
高
齢

者
の
割
合
を
い
い
ま
す
。
平
成
７
年
度
の

高
齢
者
人
口
は
４
６
２
０
人
で
、
高
齢
化

率
は　

・
７
％
。
平
成　

年
度
の
高
齢
者

１７

２０

人
口
は
６
３
３
１
人
で
、
高
齢
化
率
は　

・
２５

６
％
と
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
り

ま
し
た
。（
別
表
１
）

◆
増
え
る
高
齢
者
世
帯

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
数

は
、
平
成
７
年
度
は
６
２
８
世
帯
で
し
た

が
、
平
成　

年
度
に
は
１
５
７
６
世
帯
と
、

２０

２
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。（
別
表
２
）

　

ま
た
、
独
居
老
人
の
世
帯
数
も
、
平
成

住みなれた地域で安心して老後を暮らしたい・・・

多くのみなさんが、そう思っているでしょう。

しかし、今後も少子高齢化が進み、近所とのつなが

りが薄れていくなか、将来を不安に思う方も少なく

ありません。

安心して生活できる地域社会とはどんな社会でしょ

うか？さまざまな世代、生活、考え方の人が共存す

る地域社会で、誰がどうすれば、わたしたちは安心

の老後を手に入れることができるのでしょうか？

わたしたちができること、しなければならないこと

を、一緒に考えてみませんか？

７
年
度
４
９
６
世
帯
か
ら
平
成　

年
度
７

２０

８
１
世
帯
と
な
り
、
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。（
別
表
３
）

◆
出
生
数
は
減
少
傾
向

　

一
方
、
出
生
数
は
、
平
成　

年
度
２
４

１４

３
人
か
ら
平
成　

年
度
１
８
３
人
と
大
き

１５

く
減
り
、
そ
の
後
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。（
平
成　

年
度
は
１
７
１
人
）

２０

「
少
子
高
齢
化
」
っ
て
言
う
け
れ
ど

何
が
問
題
な
の
？

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
年
金
制
度
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
は
、
大
幅
な

な
人
口
の
変
化
に
影
響
を
受
け
や
す
く
、

そ
の
対
応
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社

会
保
障
の
支
払
い
は
高
齢
世
代
に
対
す
る

も
の
が
多
く
、
高
齢
化
が
進
み
支
払
う
金

額
が
増
え
る
こ
と
で
、
年
々
現
役
世
代
へ

歳
を
と
ら
な
い
人
は
な

歳
を
と
ら
な
い
人
は
な
いい

人
間
だ
れ
し
も
通
る
み

人
間
だ
れ
し
も
通
る
み
ちち

絶
対
通
る
み
ち
だ
か

絶
対
通
る
み
ち
だ
か
らら

暗
い
道
に
は
し
た
く
な

暗
い
道
に
は
し
た
く
な
いい

他
人
の
文
句
を
言
う
よ
り

他
人
の
文
句
を
言
う
よ
り
もも

あ
い
さ
つ
交
わ
し
て
輪
を
つ
く
ろ

あ
い
さ
つ
交
わ
し
て
輪
を
つ
く
ろ
うう

【
 特
 集
 】
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の
負
担
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
部
の
世
代
に
大
き
な
負
担
を
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
給
付
の
大
幅
な
減

額
が
な
い
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
に
係
わ
る
市
の
取
り
組
み

　

こ
こ
で
、
高
齢
者
の
支
援
や
助
成
な
ど
、

多
く
の
事
業
の
な
か
か
ら
、
み
な
さ
ん
に

な
じ
み
の
主
な
市
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
生
活
支
援

　

要
支
援
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援
と
し

て
、
緊
急
通
報
機
器
を
設
置
し
、
緊
急
時

の
連
絡
・
援
助
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
方
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
夕
食
を
届
け
、
安
否
の
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
い
き
が
い
活
動
支
援

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
高
齢

者
生
き
が
い
講
座
」（
書
道
、
陶
芸
な
ど
趣

味
の
教
室
）
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
（
カ
ラ

オ
ケ
、
囲
碁
な
ど
の
自
主
活
動
）
を
行
っ

て
お
り
、
多
く
の
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
で
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

鰹問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
拶

-

２
２ 
２
０
０
１

◆
介
護
予
防
の
取
り
組
み

　

日
常
生
活
の
う
え
で
、
運
動
機
能
低
下

が
認
め
ら
れ
る
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者
に

対
し
て
、
転
倒
予
防
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
、

介
護
予
防
に
関
す
る
保
健
師
の
健
康
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
介
護
や
福
祉
な
ど
の
相
談
連
絡
先

○
高
齢
者
福
祉
、
介
護
に
つ
い
て
は
…

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

拶

-

３
９ 
２
２
５
５

○
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
…

　

市
福
祉
課    
拶

-

３
９ 
２
２
１
１

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

拶

-

２
２ 
３
９
３
３

○
福
祉
に
係
わ
る
総
合
相
談
は
…

　

社
会
福
祉
協
議
会拶

-

３
９ 
２
２
１
５

安
心
の
老
後
に
向
け
て
わ
た
し
た

ち
に
で
き
る
こ
と
っ
て
？

　
「
お
年
よ
り
は
頑
固
だ
か
ら
…
」「
最
近

の
若
い
者
は
…
」
な
ど
と
自
分
の
価
値
観

を
押
し
付
け
た
り
、「
他
人
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
余
裕
は
な
い
」「
誰
か
が
や
っ
て
く

れ
る
」
な
ど
と
地
域
活
動
な
ど
に
非
協
力

的
な
こ
と
を
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
他
人

と
か
か
わ
り
を
持
た
ず
に
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
は
不
可
能
で
す
。「
○
○
さ
ん
の
言
っ

て
い
る
こ
と
は
お
か
し
い
！
」「
△
△
さ
ん

は
嫌
い
だ
！
」「
□
□
さ
ん
の
考
え
は
間

違
っ
て
い
る
！
」
と
他
人
を
批
判
ば
か
り

し
て
い
て
も
、
安
心
の
地
域
社
会
は
築
け

ま
せ
ん
。

　

次
頁
で
は
、
地
域
で
支
え
合
う
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
一
歩
が
地
域
を
変
え
る
・
・
・

となり近所が支え合
う地域に…

遠藤洋子さん（新光町）

新光町２０６戸を受け持つ民生
委員５年目の遠藤さん。タク
シーの運転手が高齢の乗客
の異変に気づき、市の介護保
険課との連携で、孤独死を回
避した経験などから、見守り
運動の大切さを痛感してい
る一人です。外出の行き帰り

などを利用して、新光町内を見回ることを日課としてい
る遠藤さんは、「多くのお年寄りはお話が好きで、こちら
から話しかけるとたくさんお話をかえしてくれます。で
もなかには、地域との交流をせず自宅に閉じこもって、
チャイムにも反応してくれないお年寄りがいます。そう
いう場合は、となり近所にお願いして、カーテンの開閉、
照明などの様子を無理のない範囲でチェックしてもらっ
ています」と地域全体で見守ることの大切さを訴えます。
今は、地域把握の一助として民生委員児童委員協議会で
取り組んでいる『住民助け合いマップ（地図）』づくりに
精力的に取り組んでいる遠藤さん。「たぶん１０年後ぐらい
には自分も見守られる側になります。今の３０～４０歳代が
関わってくれたら…」と後継に期待をしています。

（別表１）高齢者人口と高齢化率

Ｈ２６年度
（推計）Ｈ２０年度Ｈ７年度

２３,２３２人２４,６６０人２６,０４６人総人口

6,７００人6,３３１人4,６２０人６５歳以上

２８.8％２５.6％１７.7％高齢化率

（別表２）高齢者夫婦のみの世帯

Ｈ２０年度Ｈ７年度

1,５７６世帯６２８世帯世帯数

１５.1％6.8％世帯比率

（別表３）独居老人世帯

Ｈ２０年度Ｈ７年度

７８１世帯４９６世帯世帯数

7.2％5.3％世帯比率
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地域のボランティアが大活躍　ふれあいサロン事業

地域福祉センター「いちい」でボランティア

　

社
会
福
祉

協
議
会
（
小

玉
将
臣
会

長
）
で

は
、

地
域
の
高
齢

者
の
引
き
こ

も
り
解
消
な

ど
を
目
的
に

「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
事

業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
地
域
会

館
な
ど
に
お
年
寄
り
を
招
待
し
、
ゲ
ー

ム
や
催
し
物
、
昼
食
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
市
内
７
カ
所
で

開
催
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

◆
麻
町
サ
ロ
ン　

平
成　

年
７
月
か
ら
、

１４

毎
月
（
年　

回
）
開
催
。
１
回
あ
た
り

１２

の
参
加
者
は
約　

人
。
麻
町
連
合
町
内

６０

会
主
体
の
運
営
委
員
会
が
実
施
。

◆
東
山
サ
ロ
ン　

平
成　

年
２
月
か
ら
、

１５

毎
年
冬
期
間（　

月
〜
３
月
。
年
５
回
）

１１

に
開
催
。
１
回
あ
た
り
の
参
加
者
は
約

　

人
。
東
山
福
祉
連
絡
会
が
中
心
と
な

２５り
実
施
。

◆
山
部
サ
ロ
ン　

平
成　

年
９
月
か
ら
、

１５

毎
月
（
８
月
を
除
く
。
年　

回
）
開
催
。

１１

１
回
あ
た
り
の
参
加
者
は
約　

人
。
住

３０

民
有
志
に
よ
る
運
営
委
員
会
が
実
施
。

◆
東
部
第
２
サ
ロ
ン　

平
成　

年
１
月

１９

か
ら
、
隔
月
（
年
６
回
）
開
催
。
通
称

「
に
れ
の
会
」。
１
回
あ
た
り
の
参
加
者

は
約　

人
。
東
部
第
２
連
合
町
内
会
が

１５

て
い
ま
す
。

◆
除
雪
支
援
事
業

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
独
居
老
人
、

６５

夫
婦
世
帯
な
ど
で
、
除
雪
が
で
き
な
い

方
（
近
く
に
除
雪
が
で
き
る
身
内
な
ど

が
い
な
い
方
）
を
対
象
に
除
雪
を
行
っ

て
い
ま
す（
東
山
地
区
は
独
自
に
実
施
）。

現
在
は
、
市
内
中
学
校
（
東
中
・
山
部

中
）、
高
校
（
富
良
野
高
・
緑
峰
高
）
の

生
徒
な
ど
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。

◆
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に
、
富

良
野
を
観
光
さ
れ
る
方
で
ガ
イ
ド
を
希

望
さ
れ
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

（
簡
単
な
介
助
と
ガ
イ
ド
）。

◆
図
書
宅
配
事
業

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
図
書
館

に
い
け
な
い
方
を
対
象
に
、
希
望
の
本

を
図
書
館
か
ら
宅
配
す
る
事
業
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
図
書
館

で
本
を
探
し
、

宅
配
業
者
が

希
望
者
宅
に

近
い
小
学
校

に
配
達
。
児

童
が
本
を
届

け
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、

富
良
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

に
登
録
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
補
助
や

各
種
行
事
の
手
伝
い
な
ど
、
精
力
的
に

活
動
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

中
心
と
な
り
実
施
。

◆
新
富
た
ま
り
場　

平
成　

年
１
月
か

１９

ら
、
月
２
回
（
年　

回
）
の
開
催
。
１

２４

回
あ
た
り
の
参
加
者
は
約　

人
。
老
人

１５

ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、「
ミ
ニ
サ
ロ

ン
」
と
し
て
実
施
。

◆
朝
日
町
サ
ロ
ン　

平
成　

年
１
月
か

２０

ら
、
毎
月
（
年　

回
）
開
催
。
１
回
あ

１２

た
り
の
参
加
者
は
約　

人
。
朝
日
町
連

１５

合
町
内
会
が
中
心
と
な
り
実
施
。

◆
北
の
峰
サ
ロ
ン　

平
成　

年
８
月
か

２１

ら
、
毎
月
（
年　

回
を
予
定
）
開
催
。

１２

１
回
あ
た
り
の
参
加
者
は
約　

人
。
北

２０

の
峰
町
連
合
町
内
会
主
体
の
運
営
委
員

会
が
実
施
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
サ
ロ
ン
事
業

に
対
し
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
で
開
催
を
検
討
さ
れ
て
い
る
町
内
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談
く
だ
さ
い
。

拶
３
９
‐
２
２
１
５

　

地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー

「
い
ち
い
」に

事
務
所
を
置

く
、
社
会
福

祉
協
議
会
に

登
録
す
る
福

祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活

動
を
紹
介
し

ま
す
。
あ
な
た
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
く
わ
し
く
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
５

◆
ふ
れ
あ
い
託
老
事
業

　

毎
週
日
曜
日
に
、
介
護
を
要
し
な
い

高
齢
者
で
見
守
り
が
必
要
な
方
を
対
象

に
、
入
浴
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り
の
解
消
、

外
部
と
の
交
流
な
ど
を
目
的
に
実
施
し

支え愛愛 助け愛愛 思  思いい愛愛……

「愛」が育む 明るい地 明るい地域域

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域域

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、、

少
し
で
も
多
く
の
み
な
さ

少
し
で
も
多
く
の
み
な
さ
んん

が
「
つ
な
が
る
」
こ
と
が

が
「
つ
な
が
る
」
こ
と
が
必必

要
で
す

要
で
す
。。
高
齢
者
や
関
係

高
齢
者
や
関
係
者者

だ
け
の
問

だ
け
の
問
題題
で
は
あ
り
ま

で
は
あ
り
ま
せせ

ん
。
民
生
委
員
な
ど
一
部

ん
。
民
生
委
員
な
ど
一
部
のの

方
の
取
り
組
み
に
は
限
界

方
の
取
り
組
み
に
は
限
界
がが

あ
り
ま
す

あ
り
ま
す
。。

わたしたちが できること すべきこわたしたちが できること すべきことと

～地域で支え合うさまざまな取り組みを紹介しますな取り組みを紹介します～～
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地図を作って地域を把握　民生委員の取り組み

みんなで集まり楽しく茶話会　若葉町第２町内会

　

民
生
委
員
は
、「
暮
ら
し
の
安
全
・
安

心
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
概
ね
２
０

０
世
帯
に
一
人
の
割
合
で
地
域
を
受
け

持
ち
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
地

域
全
体
の
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。「
救
急
車
で

運
ば
れ
た
」「
最
近
姿
が
見
え
な
い
」「
施

設
に
入
っ
た
」
な
ど
の
話
が
あ
っ
て
初

め
て
、
そ
の
方
が
認
知
症
や
そ
の
他
の

持
病
を
持
っ
て
い
た
り
、
急
に
一
人
暮

ら
し
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
確
認

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
日
常
の
情
報
収

集
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
少
し
で
も
解
消

し
て
い
く
た
め
に
、
富
良
野
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
「
住
民
助
け

合
い
マ
ッ
プ
（
地
図
）」
作
り
の
取
り
組

み
を
今
年
の
６
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

支
援
が
必
要
な
独
居
老
人
、
町
内
会
役

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
福
祉
関
係

者
、
犬
の
散
歩
を
す
る
方
、
そ
の
他
見

守
り
活
動
に
関
わ
る
住
民
の
住
宅
位
置

や
関
連
す
る
情
報
を
、
地
図
に
落
と
し

て
地
域
の
把
握
に
役
立
て
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
住
民
は
、
日
々
安
全

に
心
地
よ
く

生
活
す
る
こ

と
を
願
っ
て

お
り
、
そ
の

た
め
に
、
日

常
の
生
活
の

な
か
で
、
助

け
た
り
助
け

ら
れ
た
り
と

い
う
個
々
の

普
段
集
ま
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
参

加
者
の
多
く
は
大
変
喜
ん
で
く
れ
る
と

言
い
ま
す
。

　

若
葉
町
連
合
町
内
会
長
で
も
あ
る
長

部
会
長
は
、
民
生
委
員
の
奥
さ
ん
と
意

思
疎
通
を
図

り
な
が
ら
、

地
域
の
お
年

寄
り
の
状
況

把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
か

ら
の
助
成
な

ど
も
う
ま
く

利
用
し
て
、

そ
の
他
に
も

多
く
の
行
事
に
地
域
の
お
年
寄
り
を
誘

い
、
活
力
の
場
、
安
否
確
認
の
場
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
年
会
や
お

花
見
な
ど
の
町
内
会
行
事
も
企
画
し
、

お
年
寄
り
が
少
し
で
も
多
く
集
ま
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
若
葉
町
連
合

町
内
会
の
年
に
１
度
の
親
睦
旅
行
で
は
、

　

人
以
上
が
参
加
し
、
心
も
体
も
リ
フ

４０レ
ッ
シ
ュ
し
て
き
ま
し
た
。

　

茶
話
会
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の

行
事
が
近
く
な
る
と
、
若
葉
町
第
２
町

内
会
で
は
、
必
ず
「
声
か
け
運
動
委
員
」

が　

歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
名
簿
と
行

６５
事
の
案
内
文
を
持
っ
て
１
軒
１
軒
を
回

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
直
接
訪
問
し

て
行
事
の
説
明
を
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

健
康
状
態
な
ど
の
様
子
も
確
認
で
き
る

か
ら
だ
そ
う
で
す
。

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。「
住
民
助
け
合

い
マ
ッ
プ
」
は
、
こ
の
よ
う
な
住
民
相

互
の
つ
な
が
り
を
地
図
に
表
し
、
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
方
と
誰
が
ど
の
よ

う
に
近
隣
で
関
わ
っ
て
い
る
か
を
整
理

す
る
こ
と
で
、
よ
り
地
域
の
状
況
を
く

わ
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
民
生
委
員
や
町
内
会
長
な
ど
、

限
ら
れ
た
人
だ
け
が
持
っ
て
い
た
地
域

の
情
報
を
関
係
者
が
共
有
で
き
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
に
多
く
の
方
が
関
わ

る
こ
と
で
、
特
定
の
支
援
者
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、

地
域
の
実
態
や
住
民
の
動
き
を
知
る
こ

と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
個
人
情
報
の

管
理
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
全
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
図
作
り

が
順
調
に
進
み
、
効
率
的
な
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
「
早
く
や
ろ
う
！
次
は
い

つ
？
」
と
急
か
さ
れ
な
が
ら
開
催
し
て

い
る
の
は
、
若
葉
町
第
２
町
内
会
（
長

部
功
一
会
長
）
の
「
茶
話
会
」。
同
会
で

は
、　

歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に

６５

年
に
４
回
程
度
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら

の
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
お
し
ゃ
べ
り
の
時

間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
毎
回　

〜　
１５

２０

人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
会
話
の
内

容
は
愚
痴
が
多
い
で
す
ね（
笑
）。
振
り

込
め
詐
欺
や
医
療
費
の
こ
と
な
ど
、
そ

の
時
々
の
話

題
を
提
供
す

る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今

後
は
室
内
で

も
簡
単
に
で

き
る
運
動
も

取
り
入
れ
た

い
で
す
」
と

長
部
会
長
。

支支ええ愛愛 助  助けけ愛愛 思い愛愛…

「愛」が育む 明るい地「愛」が育む 域

と
な
り
近
所
の
方
と
笑
顔

と
な
り
近
所
の
方
と
笑
顔
でで

あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
す
か

あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
す
か
？？

地
域
の
行
事
に
積
極
的
に

地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参参

加
し
て
い
ま
す
か

加
し
て
い
ま
す
か
？？

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
いい

い
で
す
。
地
域
と
の
つ
な

い
で
す
。
地
域
と
の
つ
な
がが

り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
まま

し
ょ
う

し
ょ
う
！！

【特集】安心の老後に向けて【 特 集 】安心の老後に向けて……

～地域で支え合うさまざまな取り組みを紹介します～地域で支え合うさまざま ～
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今
冬
の
除
排
雪
計
画

　

今
冬
の
市
の
除
排
雪
計
画
は
、
市
道
除

雪
で
延
長
４
１
９
・
６
㎞
を
実
施
す
る
ほ

か
、
歩
道
除
雪
で
延
長　

㎞
、
排
雪
延
長

６０

　

・
５
㎞
な
ど
総
延
長
５
７
４
・
２
㎞
を

９６予
定
し
て
い
ま
す
。

幹
線
と
通
学
路
は
午
前
７
時
　
分
、　

３０

生
活
路
線
は
午
前
９
時
ま
で
に

　

主
要
な
道
路
と
歩
道
は
、
通
勤
通
学
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
原
則
と
し
て
午
前
７

時　

分
ま
で
に
通
行
可
能
な
状
態
を
確
保

３０
し
、
そ
の
他
の
生
活
路
線
は
午
前
９
時
ま

で
に
除
雪
作
業
が
終
了
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
時
間
の

降
雪
が
続
く
天
候
の
と
き
に
は
優
先
道
路

を
反
復
し
て
除
雪
す
る
た
め
、
生
活
路
線

の
全
部
を
終
了
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
の
出
動
基
準

　

降
雪
状
況
は
、
市
と
業
者
が
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
出
動
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

　

虚
ほ
ぼ
連
続
し
た
降
雪
が
あ
り
、
新
た

な
積
雪
が　

㎝
に
達
し
た
と
き
、
許
わ
だ

１０

ち
や
暖
気
・
降
雨
、
吹
き
溜
ま
り
に
よ
り

路
面
状
態
が
悪
化

し
た
り
、
予
想
さ

れ
る
と
き
に
出
動

し
ま
す
が
、
午
後

９
時
か
ら
翌
日
午

前
３
時
ま
で
の
夜

間
の
作
業
は
行
い

ま
せ
ん
。

除
雪
路
線
の
優
先
度

虚
１
種
路
線　

１
２
０
路
線
２
０
２
・
９
㎞

　

市
街
地
連
担
地
区
及
び
公
共
施
設
に
通

じ
る
路
線
を
主
体
に
積
雪
状
態
な
ど
を
常

に
把
握
し
、
交
通
に
支
障
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
除
雪
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
２

次
除
雪
も
行
い
ま
す
。

許
２
種
路
線　

４
１
９
路
線
１
６
９
・
３
㎞

　

集
落
を
結
ぶ
路
線
及
び
市
街
地
内
の
路

線
を
主
体
に
、
１
種
路
線
の
終
了
後
に
除

雪
を
行
い
ま
す
。

距
３
種
路
線　

１
５
１
路
線　

・
４
㎞

４７

　

虚
許
以
外
の
路
線
で
、
初
期
の
降
雪
時

や
降
雪
が
比
較
的
少
な
い
時
に
、
２
種
路

線
と
同
じ
く
開
通
さ
せ
ま
す
。

鋸
指
定
外
の
路
線

　

農
作
業
の
準
備
な
ど
に
使
用
す
る
除
雪

指
定
外
の
市
道
は
、
融
雪
前
に
雪
割
除
雪

を
行
い
ま
す
。

排
雪
作
業
は
年
間
２
、
３
回
を
予
定

　

排
雪
作
業
は
、
年
間
２
、
３
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
積
雪
状
態
に
よ
っ
て
変

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
の
冬
の
生
活
が
少
し
で
も

快
適
に
な
る
よ
う
、
安
全
、
迅
速
、
効
果

的
な
除
排
雪
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
、
次

の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

虚
歩
道
や
車
道
に
物
を
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い

　

歩
道
や
車
道
に
看
板
、
旗
石
、
車
の
上

が
り
坂
な
ど
を
置
い
た
ま
ま
に
し
て
お

く
と
除
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

許
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
を
す
る
と
、
除
雪
作
業
の
支

障
と
な
っ
て
、
除
雪
で
き
な
く
こ
と
が
あ

り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
に
傷
を

つ
け
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

距
玄
関
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
道
路
上
の
雪
を
左
右
に
か
き

分
け
る
方
法
で
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
の
玄
関
前
や
車
庫
前
に
つ
い
て

は
、
間
口
処
理
を
実
施
し
て
作
業
を
進
め

ま
す
が
、
残
さ
れ
た
雪
が
あ
っ
た
場
合
に

は
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
各
家
庭
で
雪

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
道
路
に
雪
を

出
し
て
し
ま
う
と
道
幅
が
狭
く
な
っ
た

り
、
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
り
し
て
、
交
通

事
故
や
渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

鋸
除
排
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い

　

走
行
中
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
作
業
中

も
危
険
で
す
の
で
、
除
排
雪
車
に
は
絶
対

　 冬を快適に過ごすために、みなさんのご協力をお願いします。

除雪に
ご協力を！
問合せ

都市施設課　拶３９‐２313
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に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

漁
自
宅
な
ど
の
敷
地
内
の
雪
は
各
家
庭

で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

歩
道
や
道
路
に
出
さ
ず
、
各
家
庭
で
処

理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一人ひとりがマナーを守ることで、除雪作業がスムーズに進みます。　　　
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

虚
堆
積
し
た
雪
や
道
路
幅
を
確
保
す
る
た

め
の
排
雪
、
路
面
整
正
の
た
め
の
排
雪
な

ど
を
行
い
ま
す
。
延
べ
約　

㎞
９６

許
仲
通
り
の
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。
指
定

路
線
約
６
㎞

除
雪
に
関
す
る
要
望
・
苦
情
は
　
　

町
内
会
長
を
通
じ
て

　

今
冬
の
除
排
雪
を
担
当
す
る
業
者
は
、

入
札
の
結
果
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

除
排
雪
に
関
す
る
要
望
や
苦
情
は
、
町

内
会
長
を
通
じ
て
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
除
雪
に
　

ご
協
力
を

　

除
雪
車
で
道
路
を
除
雪
し
た
あ
と
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
に
は
車
道
の
雪
の
一

部
が
堆
積
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
雪
処
理

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
は
決
ま

り
を
守
り
、
除
雪
作
業
の
際
に
雪
と
一
緒

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場
所

　

富
良
野
大
橋
雪
堆
積
場
、
５
条
大
橋
雪

堆
積
場
、
山
部
雪
堆
積
場
の
３
カ
所
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
敷
地
内
の
雪
を
自

ら
搬
入
し
、
投
雪
処
理
が
で
き
る
場
所
で

す
。

利
用
予
定
期
間　
　

月　

日
〜
３
月　

日

12

15

31

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

小型・中型車(4ｔ)
以下専用　　　　

大型車(6ｔ)以上専用

山部地区市民専用

山部雪堆積場

富良野大橋雪堆積場

５条大橋雪堆積場

○除雪地区ブロックと今冬の除排雪委託業者

委託業者地　　　　　　　　　区ブロック

共栄・ふらの・南
総合除雪業務委託共同企業体

山部・東山・西達布・老節布・平沢山部・東山地区

山伏・道路工業・富桑工業
総合除雪業務委託共同企業体

新富町・桂木町・西町・北斗町・朝日町・本町・
若松町・日の出町・幸町・弥生町・末広町・栄
町・若葉町・緑町・扇町・南町・御料・五区・
北の峰町・学田三区・島の下

西部地区

（富良野駅西側）

北央・共通・タイコウ
総合除雪業務委託共同企業体

新光町・錦町・花園町・瑞穂町・住吉町・麻町・
東町・春日町・東雲町・学田・清水山・鳥沼・大
沼・扇山・布部・麓郷・布礼別・富丘・八幡丘

東部地区

（富良野駅東側）

○除雪ヘルパーを派遣します

対象は６５歳以上

　高齢や障がいなどにより除雪が困難な６５歳
以上のひとり暮らしの方やご夫婦などが、地
域で安心して生活できるよう、玄関前の避難
通路の確保を目的に、除雪ヘルパーを派遣し
ています。利用料金は１シーズン(１１月～3月)
で概ね2,000円です。

鰹問 介護保険課　拶39‐2255

○国道冬期道路情報

　旭川開発建設部富良野道路事務所では、「三
の山峠、狩勝峠、美馬牛峠、金山峠、日高峠、
桂沢湖近辺」の冬期路面状況の情報提供を
行っています。次の店舗で掲示していますの
で、お出かけの際にぜひご利用ください。
富良野市　　長田石油(東山)、高橋石油(西達布)
中富良野町　植田燃料給油所
上富良野町　ローソン上富良野大町店
　　　　　　想い出のふらの
南富良野町　道の駅「南ふらの」
占冠村　　　道の駅「しむかっぷ」、横川興産

鰹問 旭川開発建設部富良野道路事務所拶２３‐３１７１

虚
利
用
時
間
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

許
ご
み
を
一
緒
に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ

さ
い

距
年
末
年
始
は
市
役
所
当
直
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い

鰹問
 

都
市
施
設
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
３

　

山
部
支
所
（
山
部
堆
積
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
１
２
１

※市の除排雪委託業者は、除雪車に業者名が入った看板をつけて作業をしてます。
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連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
嬰

「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
！

「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
！
」」

音
楽
の
不
思
議
な
魅
力
で
心

音
楽
の
不
思
議
な
魅
力
で
心
をを

つ
な
つ
な
ぐぐ

■
大
正
琴
　
美
音
の
会
■

　
「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
大
正
琴
で
年
間

　

回
以
上
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演

２０奏
を
こ
な
し
て
い
る
の
は
、「
大
正

琴
美
音
の
会
」（
林
祐
子
代
表
）。

富
良
野
市
の
福
祉
施
設
や
福
祉
事

業
で
の
演
奏
を
中
心
に
、
幅
広
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

人
の
会
員
を
有
す
る
「
美
音

５０
の
会
」
は
、
富
良
野
近
郊
の
ほ
か

芦
別
や
美
瑛
で
も
教
室
を
持
っ
て

い
て
、
林
さ
ん
の
手
帳
を
拝
見
す

る
と
平
日
は
大
正
琴
関
係
で
ほ
ぼ

全
滅
。「
手
帳
が
命
で
す
」
と
言
う

ほ
ど
忙
し
い
毎
日
を
送
り
な
が
ら

も
、
笑
顔
を
く
ず
さ
ず
、
明
る
い

性
格
と
人
柄
が
に
じ
み
出
て
き
ま

す
。「
と
に
か
く
楽
し
む
こ
と
が
す

べ
て
」
と
言
う
と
お
り
、
教
室
で

も
会
員
か
ら
は
「
先
生
に
怒
ら
れ

て
も
何
に
も
お
っ
か
な
く
な
い
わ
。

目
が
怒
っ
て
な
い
か
ら
」
な
ど
と

言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

平
成　

年
に
地
域
福
祉
セ
ン

１３

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
か
ら
声
が
か
か
り
、
大
正
琴
の

演
奏
に
行
っ
た
の
が
「
美
音
の
会
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
始
ま
り
。

「
最
初
か
ら
上
手
に
話
し
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

聴
く
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る

姿
を
見
て
、
こ
ち
ら
も
と
て
も
う

れ
し
く
な
っ
て
お
互
い
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
の

コーラスグループや施設の職員が演奏を盛り上げる（写真大）　演奏する会員たち（写真小）

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
目

的
と
し
た
布
部
の
文
化
祭

が　

月　

日
、
布
部
会
館

１０

３１

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
布
部

連
合
会（
坂
口
道
郎
会
長
）

の
主
催
で
今
年
が　

回
目
。

２０

坂
口
会
長
は
「
布
部
の
文

化
祭
は
、
小
さ
い
な
が
ら

菊
も
あ
り
、
華
や
か
な
雰

囲
気
で
す
。
地
域
の
お
年

寄
り
が
少
し
で
も
外
に
出

て
行
く
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

館
内
に
は
書
道
、
絵
画
、

手
芸
、
工
作
、
押
し
絵
、

藍
染
、写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の

作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
人
は
「
素
敵
な
作
品
だ
ね
」「
き

れ
い
」
な
ど
と
、
じ
っ
く
り
観
賞

し
て
い
き
ま
す
。特
に「
布
部
キ
ャ

ロ
ル
の
会
」
が
育
て
た
ミ
ニ
菊
は

文
化
祭
の
目
玉
と
な
っ
て
い
て
、

今
年
も　

セ
ン
チ
前
後
の
菊
１
２

１５

０
鉢
が
展
示
さ
れ
、
会
場
に
彩
り

を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
布
部
の
文
化
祭
は
地
域

と
学
校
が
連
携
し
て
い
る
取
り
組

み
と
し
て
「
北
海
道
教
育
の
日
」

の
協
賛
事
業
に
も
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
布
部
小
・
中
学
校
と
は
、

文
化
祭
だ
け
で
な
く
、
運
動
会
、

学
芸
会
な
ど
も
地
域
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
、
人
口
や

児
童
・
生
徒
の
減
少
が
進
む
地
域

地域の文化祭で地地域の文化祭で地域域
と学校が力を合わと学校が力を合わせせ
てふれあい事てふれあい事業業

地域の合唱グループと布部中学校生徒との協演
■布部連合会■
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職
員
な
ど
の
協
力
が
あ
る
と
、
さ

ら
に
楽
し
さ
が
倍
増
し
ま
す
」
と

林
さ
ん
。
手
を
握
っ
て
涙
な
が
ら

に
「
良
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
く

れ
た
方
、
普
段
あ
ま
り
会
話
を
し

な
い
の
に
声
を
出
し
て
歌
っ
て
く

れ
た
認
知
症
の
方
、
演
奏
に
合
わ

せ
て
歌
詞
を
口
ず
さ
ん
で
く
れ
た

が
、
少
し
で
も
会
員
を
増
や
す
こ

と
が
目
下
の
課
題
。「
他
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
も
見
て
み
た

い
で
す
。
参
考
に
な
る
こ
と
が

き
っ
と
あ
る
か
ら
」
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
笑

顔
で
話
す
林
さ
ん
。
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

失
語
症
の
方
な
ど
の
、
施
設
の
職

員
も
驚
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
、
音
楽
を
介
し
た
対
話
の

魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
、
所
属
の
富
良
野
文

化
協
会
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
認
め
ら
れ
「
文
化
奨
励
賞
」
を

授
与
さ
れ
た
「
美
音
の
会
」
で
す

人

　

介
護
老
人
保
健
施
設「
ふ
ら
の
」

で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
働

い
て
い
る
松
田
育
代
さ
ん
が
夫
婦

で
富
良
野
に
移
住
し
た
の
は
平
成

　

年
の
５
月
。
も
と
も
と
は
三
重

１７県
の
出
身
で
す
が
、
学
生
時
代
か

ら　

年
ほ
ど
東
京
で
過
ご
し
て
い

２０
ま
し
た
。
昔
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
が

好
き
で
、
い
つ
か
都
会
の
喧
騒
か

ら
離
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
そ
う

で
す
。
特
に
北
海
道
は
雄
大
で
開

放
的
な
と
こ
ろ
に
大
き
な
魅
力
を

感
じ
て
い
て
、「
将
来
は
北
海
道

へ
」
と
い
う
思
い
は
夫
婦
の
共
通

の
夢
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
冬
の
厳
し
さ
を
考
え
、

ま
ず
は
長
野
県
に
移
住
。
そ
の
後
、

現
在
の
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
の
を

機
に
富
良
野
へ
。松
田
さ
ん
は「
職

場
の
雰
囲
気
や
こ
の
街
の
ほ
ん
わ

か
し
た
感
じ
が
凄
く
気
に
入
り
ま

し
た
」
と
移
住
に
迷
い
は
な
か
っ

安心して暮らせる富良野へ、少しでも関わりたい 

良野に 松田 育代さん 
北の峰町

ま つ だ

た
そ
う
で
す
。

　

施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

仕
事
は
、
入
所
者
の
生
活
全
般
を

支
援
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
こ
と
が
主
な
も
の
で
す
。
入
所

者
や
家
族
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
な
ど

と
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
時
に

は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
「
入

所
者
の
表
情
が
良
く
な
る
こ
と
が

一
番
う
れ
し
い
」
と
こ
の
仕
事
の

魅
力
を
話
し
ま
す
。

　

社
会
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

認
知
症
に
つ
い
て
も
、
厚
生
労
働

省
で
進
め
て
い
る
認
知
症
の
方
と

家
族
へ
の
応
援
者
で
あ
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
に
登
録
。
認
知
症
の
方
が
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。「
認
知

症
の
方
を
地
域
で
支
え
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
は
多
く
の
方
に
症
状

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
地
域
や

色
々
な
職
場
で
認
知
症
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る

会
な
ど
も
行
っ
て
い
け
れ
ば
」
と

抱
負
を
話
し
ま
す
。

　

富
良
野
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
松
田
さ
ん
。
今
、
な
ま
こ
山

を
散
策
す
る
の
が
日
課
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。「
木
々
の
高
さ
が

自
分
の
目
線
と
同
じ
、
だ
か
ら
、

り
す
や
鳥
が
身
近
に
感
じ
る
、
き

つ
ね
に
出
会
い
、
鹿
の
鳴
き
声
を

聞
く
、
全
て
が
癒
し
で
す
」
と
。

夏
は
毎
朝
散
策
に
出
か
け
、
雪
が

積
も
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
で
歩
い
た
り
、
傾
斜

を
利
用
し
て
尻
す
べ
り
を
し
て
楽

し
む
そ
う
で
す
。「
な
ま
こ
山
で
過

ご
す
時
間
は
、
子
ど
も
心
に
戻
れ

る
大
切
な
と
き
」
と
松
田
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　
「
お
隣
同
士
が
身
近
に
感
じ
、互

い
に
助
け
合
い
な
が
ら
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
。
そ
ん
な

富
良
野
へ
、
私
も
少
し
で
も
関

わ
っ
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

移る

富荏 い く よ

「大好きななまこ山。ただ、花火などのごみが散乱
しているたびに残念な思いになる」と話す松田さん

を
、
少
し
で
も
活
性
化
す
る
よ
う

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

文
化
祭
の
最
後
に
は
芸
能
発
表

が
行
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
布
部
中

学
校
生
徒
に
よ
る
合
唱
、
布
部
中

学
校
生
徒
と
地
域
の
合
唱
グ
ル
ー

プ
「
名
も
な
い
合
唱
サ
ー
ク
ル
」

に
よ
る
合
同
合
唱
が
披
露
さ
れ
、

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
坂
口
会
長
は
「
連

合
会
で
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

原
点
と
な
る
の
が
こ
う
し
た
事
業
。

大
変
で
す
が
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

　

感
染
力
は
強
い
の
で
す
が
、
多
く
の
感

染
者
は
軽
症
の
ま
ま
回
復
し
て
お
り
、
治

療
薬
（
タ
ミ
フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）
が
有
効

で
す
。
た
だ
し
、
基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
、

ぜ
ん
息
な
ど
）
を
有
す
る
方
や
妊
婦
は
重

症
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
注
意
が
必
要

で
す
。

●
富
良
野
保
健
所
管
内
の
状
況

　
　

月
1
日
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

10
集
団
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
学
校
・

幼
稚
園
な
ど
で
休
校
・
休
園
な
ど
の
拡
大

予
防
策
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
富

良
野
保
健
所
管
内
に
流
行
の
警
報
発
令
が

出
る
な
ど
感
染
者
が
急
増
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
特
に
小
児
科
を
中
心
に
市
内

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
多
く
の
方
は
軽
症
の
ま

ま
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
妊
婦
の
方

は
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

今
回
は
、
有
効
な
対
策
と
な
っ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
接
種
費
用
の
助
成
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
クククククククククククククククククククククククククク
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
ののののののののののののののののののののののののののの

接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
にににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててて
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
しししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままま

接
種
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

接種開始予定日

予約開始予定日
提　示　書　類優先接種対象者の区分

１０月２３日（金）
―

医療従事者

１１月１６日（月）
―かかりつけ医が接種する場合は不要

※かかりつけ医ではない医療機関で接種する場合は、
　かかりつけ医が発行する「優先接種対象者証明書」

基礎疾患を有する方（最優先）注１

１２月４日（金）
―

基礎疾患を有する方（その他）注１

１１月１６日（月）
―

母子健康手帳（原則、かかりつけ産科医で接種）
※妊婦には専用のワクチンを産婦人科にのみ配備して
　いるため、かかりつけ医で接種するのが最善

妊婦

１２月４日（金）
―

母子健康手帳または各種健康保険被保険者証
１歳から就学前

１２月中旬
―

小学校１年生から３年生

１月上旬
１２月上旬

母子健康手帳または各種健康保険被保険者証または住民票１歳未満の小児の保護者 

予防接種できない方の主治医が発行する優先接種対象
者証明書及び保護者などの各種健康保険被保険者証ま
たは住民票

優先接種対象のうち身体上の理由で

予防接種できない方の保護者など 

１月中旬
１２月中旬

各種健康保険被保険者証または学生証または住民票小学校４年生から高校生（相当する方）

１月中旬
１２月中旬

各種健康保険被保険者証または運転免許証または住民票高齢者（６５歳以上の方）

■優先接種対象者及び接種・予約開始予定表　<予約は医療機関へ>

注１）基礎疾患の「最優先」と「その他」は主治医が判断する。

の
医
療
機
関
に
は
、
時
間
外
を
含
め
多
い

時
で
1
日
に
2
0
0
人
以
上
の
方
が
受
診

し
、
休
日
な
ど
に
は
、
医
師
・
看
護
師
を

増
員
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

月
に
入
り
よ
う
や
く
感
染
者
が
減
少

11
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
次
の
流
行
が
始
ま

る
前
に
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
義

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
か
ら
、
重
症
化
の
防

止
や
死
亡
の
防
止
に
一
定
の
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
防
止
の
効
果

は
証
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
か
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問合せ

保健医療課
（保健センター１階）

拶３９‐２２００
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■
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

　

助
成
対
象
は
、
接
種
を
希
望
す
る
優
先
接
種
対
象
者
で
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非

課
税
世
帯
（
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
が
条
件
）
の
方
で
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す

る
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
（
左
表
）。

●
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性

　

国
内
産
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
安

全
性
は
長
年
接
種
さ
れ
て
き
た
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
程
度
と
考

え
ら
れ
、
有
効
性
も
あ
る
程
度
期
待
で
き

ま
す
。
輸
入
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て

は
、
海
外
で
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
基
に
、
有

効
性
・
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
実
際
の

接
種
を
は
じ
め
ま
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
リ
ス
ク

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
多
く
の
方
々
に
重
症

化
防
止
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま

す
が
、
人
に
よ
っ
て
は
接
種
後
、
は
れ
た

り
、
熱
が
出
る
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た

り
す
る
ほ
か
、
ま
れ
に
重
篤
な
症
状
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
接
種
は

義
務
で
は
な
く
、
任
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
接
種
費
用
に
つ
い
て

　

接
種
費
用
は
実
費
徴
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
回
目
の
接
種
は
3
6
0
0 
円
、
２

回
目
は
２
５
５
０ 
円
（
２
回
目
に
つ
い
て

は
、
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関
で
接
種

し
た
場
合
は
３
６
0
0 
円
）と
な
り
ま
す
。

●
市
内
の
接
種
医
療
機
関

一
般
来
院
対
応

　

富
良
野
協
会
病
院
・
ふ
ら
の
西
病
院
・

い
ん
や
く
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
内
海
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
は
や
し
耳
鼻
咽
喉
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
渡
部
医
院
・
お
お
つ
ぼ
ク
リ

ニ
ッ
ク

入
院
及
び
通
院
者
の
み

　

か
わ
む
ら
整
形
外
科
医
院
・
北
の
峰
病

院
・
か
と
う
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ふ

ら
の
皮
膚
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

優先接種者と接種回数

　

す
で
に
接
種
費
用
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、
後
日
払
い
戻
し
し

ま
す
。
ま
た
、
富
良
野
管
内
以
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
一
度
費

用
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
に
後
日
払
い
戻
し
し
ま
す
。
次

の
書
類
を
用
意
し
て
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
保
健
医
療
課

２２

３１

（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
済
証
・
領
収
書
（
紛
失
し
た
場
合

は
、　

医
療
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
）・
印
鑑
・
銀
行
口
座

　新型インフルエンザワクチンは、当面、
提供できる量に限りがあるため、より必
要性の高い方々に接種の機会が提供さ
れるよう、国においては、重症化リスク
の高さという点から、右ページ下表のと
おり優先接種対象を決定したところで
す。　
　優先接種対象者は、接種を実施する医
療機関に予約を入れてください。予約開
始時期や接種医療機関がわからない場
合は、保健医療課（保健センター１階）に
確認してください。

※接種回数は次のとおりです。

●1歳から13歳未満　2回
●中学生から高校生は当面2回ですが、
　　　　　今後1回になる可能性があり
　　　　　ます。
　　　　　　　　　●妊婦・基礎疾患・
　　　　　　　　　　65歳以上は1回と
　　　　　　　　　　なります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年度からスタートする「第５次富良野市総合計画」の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　策定に向けて、市民のみなさんの思いをこの計画に反映させ

るための取り組みの一つとして「地域おこし懇話会」を開催しています。８月から毎回約２時間、これまでに６回

の議論を重ねてきています。さまざまな分野、地域から選出された委員が、富良野市の現状や課題についての情報

　　　　　　　　　　を共有し、「めざす姿や将来像」「まちづくりのテーマ」「基本的な目標」などについて議論

　　　　　　　　　　を進めており、そのなかで出された意見などの一部を紹介します。　鰹問 企画振興課拶３９-２３０４

　　　　　　　　　　　※１２月末には議論結果を市長へ提言、今年度内に広報でもみなさんにお知らせします。懇話会の内容に

　　　　　　　　　　　ついては、富良野市のホームページに掲載していますので、インターネットを利用できる環境にある方

　　　　　　　　　　　はぜひご覧ください。

「地域おこし懇話会「地域おこし懇話会」」を開催していますを開催しています

地
域
お
こ
し
懇
話
会
委
員

①
藤
川
英
明
さ
ん
（
一
般
公
募
委
員
）

②
平
川
明
徳
さ
ん
（
一
般
公
募
委
員
）

③
猪
飼
功
示
さ
ん
（
一
般
公
募
委
員
）

④
赤
塚　

健
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
連
合
町
内
会
協
議
会

⑤
山
田　

明
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
連
合
町
内
会
協
議
会

⑥
明
田
謙
一
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
麓
郷
振
興
会

⑦
山
崎　

修
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
東
山
地
域
連
絡
協
議
会

⑧
大
内
志
保
子
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
富
良
野
消
費
者
協
会

⑨
高
田
英
樹
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
山
部
振
興
協
・
山
部
商
工
会

⑩
竹
内
紀
代
子
さ
ん
（
団
体
推
薦
委
員
）

　

※
山
部
ま
ち
お
こ
し
委
員
会

⑪
忍
穂
良
明
さ
ん
（
指
名
委
員
）

　

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

⑫
佐
藤　

猛
さ
ん
（
指
名
委
員
）

　

※
富
良
野
青
年
会
議
所

⑬
今
村
丈
哲
さ
ん
（
指
名
委
員
）

　

※
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
青
年
部

⑭
木
川
田
正
和
さ
ん
（
指
名
委
員
）

　

※
富
良
野
商
工
会
議
所

⑮
菅
野　

貢
さ
ん
（
指
名
委
員
）

　

※
東
山
地
域
福
祉
活
動
連
絡
会

⑯
佐
藤
秀
靖
さ
ん
（
指
名
委
員
）

　

※
観
光
協
会
・
広
域
圏
経
済
活
性
化
協

「ふらの」の将来に向けて・・「ふらの」の将来に向けて・・・・「ふらの」の将来に向けて・・「ふらの」の将来に向けて・・・・

富良野の好きなところ

・とても住みやすい

・生活に不自由しない

・人のさわりがいい

・食べ物がとてもおいしい

　など

富良野の嫌いなところ

・人柄がせせこましく排他的

・他力本願だ

　など

富良野の強み

・「ふらの」というネームバリュー

富良野の弱み

・それを活用していない

こんな富良野にしたいこんな富良野にしたい！！
人々が支え合い地域が助け合うまち富良野をつくる

・「元気かい！」と気軽に声を掛け合えるような人間関係をみんなでつくる

・仲間同士で輪をつくり、地域のことは地域で考え支え合う

安全で安心な暮らしができるまち富良野をつくる

・高齢者が不安を感じず、生きがいを持って生活できる環境をつくる

・市民の防災意識を高める

・消費者の保護、自立に向けた取り組みを充実する

ブランド力を生かした力強い農業のまち富良野をつくる

・農業で「食える」という日本の社会システムをつくる

・農業と観光が連携した取り組みを図り新たな産業をつくる

・農業、商業、消費者の連携を図り、地産地消を積極的に進める

地球にやさしい環境を守るまち富良野をつくる

・先代から引き継いできた富良野の自然環境を守る

・環境に負荷をかけない生活スタイルに向けて、富良野市
　民みんなで取り組む

次代を担う子どもたちを育てるまち富良野をつくる

・安心して子どもを生み、育てることができる支援の充実

・農業者以外の婚活も行い、婚姻率、出生率を上げる

・富良野で生まれ育った子どもが富良野で働き生活する

キーワードは「安心」「癒し」「誇り」「希望」「未来」「暮らし」

新たな総合計画の策定に向けて
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広
域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会

が
、　

月　

日
か
ら　

月
２
日
ま

１０

２８

１１

で
の
６
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
議
案
３
件
、

専
決
処
分
報
告
３
件
、
平
成　

年
２０

度
各
会
計
決
算
認
定
６
件
と
、
第

１
回
定
例
会
で
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
第　

号
「
富
良
野

３０

広
域
連
合
広
域
計
画
」
が
そ
れ
ぞ

れ
可
決
・
承
認
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
に
は
、
藤
本
重
克
氏
（
占
冠

村
教
育
委
員
会
委
員
）
の
再
任
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
酒
井
年
夫
・
中
村
有
秀

両
議
員
か
ら
「
串
内
牧
場
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」「
非
常
勤
消
防
団
員

の
報
酬
年
額
及
び
出
動
手
当
に
つ

い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
一
般
質
問
が
行

わ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た

　

本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」は
、

広
域
連
合
事
務
局
ま
た
は
関
係
市

町
村
の
広
域
行
政
担
当
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
広
域

連
合
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　

拶
３
９
‐
１
２
２
１

富良野広域連合議会第２回定例会が開催されまし富良野広域連合議会第２回定例会が開催されましたた

法務大臣表彰
　　　　　人権擁護委員
　　　　　東所 榮子 さん

長年にわたり、基本的人権
の重要性を正しく理解して
もらうための人権啓発活動
や人権相談などの活動を積
極的に行い、自由人権思想
の普及高揚に努めてきた功
績が認められ受賞しました。

総務大臣表彰
　　　　　行政相談委員
　　　　　山下 正秋 さん

市民と行政の架け橋として
苦情・要望などを幅広く受
け付け、市民の身近な相談
相手として解決に尽力され
るなど、長年にわたる行政
相談活動の功績が認められ
受賞しました。

防衛大臣

感謝状の贈呈
　　　　　自衛官募集相談員
　　　　　日向 照雄 さん

募集相談員として富良野地
区父兄会員及び地域住民の
適齢者情報の収集に努める
など、長年にわたり募集啓
発、募集広報に多大の貢献
をされた功績が認められ感
謝状が贈呈されました。

厚生労働大臣

感謝状の贈呈
　　　　　家庭相談員
　　　　　林　 玲子 さん

要保護児童ケースの支援、
研修会などでの児童虐待防
止の啓蒙、児童及び家庭へ
の相談支援など、長年にわ
たる家庭児童相談活動の功
績が認められ感謝状が贈呈
されました。

富良野市青少年表彰
富良野市立麓郷小学校

富良野大麓自然愛護少年団

平成２１年度富良野市青少年
表彰式が１１月２３日文化会館
で行われ、上記２団体が受
賞されました。それぞれ、
清掃ボランティア活動が評
価されての受賞です。

北海道産業貢献賞
ふらの観光協会
会長 黒岩 岳雄 さん

平成１０年に任意団体であっ
た富良野市観光協会を法人
化。地元観光産業の発展の
ための多くの取り組みや、
広域的な観光振興の中心的
役割を果たしていることな
どが認められ受賞しました。
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　平成２０年度の各会計決算をお知らせします。議員や行政委員、職員の人件費などの削減や、事
務事業の見直しなど、財政健全化計画に基づく対策の実施、国の地方財政対策などにより、各会
計とも黒字の決算となりました。決算は９月議会に報告し、決算審査特別委員会へ付託され、委
員会審議ののち、１２月議会でその認否が決められます。
　あわせて、平成２０年度決算に基づく「健全化判断比率等」をお知らせします。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
１
０
６

億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
国
の
経

済
対
策
な
ど
に
よ
り
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ　

億
８
０
０
６
万
円
の
増
額
補
正

１１

が
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
の
繰
越
明
許

１９

費
１
３
４
５
万
円
を
合
わ
せ
予
算
現
額

は
１
１
６
億
２
７
９
９
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引

き
、
さ
ら
に
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き

財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
額
は
、
１

億
４
７
４
３
万
円
で
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計

　

７
つ
の
特
別
会
計
の
当
初
予
算
額
は

　

億
４
２
０
万
円
で
、
１
億
７
５
５
３

６３万
円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
現
額
は　
６４

億
７
９
７
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
歳

入
合
計
額
と
歳
出
合
計
額
の
差
し
引
き

額
は
１
億
２
０
４
５
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

企
業
会
計

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
ほ
か
に
独

立
し
た
水
道
と
ワ
イ
ン
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
２
つ
の
会
計
の
当
初
予
算

額
は　

億
７
１
７
０
万
円

１４

で
、
２
３
４
４
万
円
を
減

額
補
正
し
、
予
算
現
額
は

　

億
４
８
２
６
万
円
に
な

１４り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本

的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
て
不
足
す
る
２

億
１
３
０
５
万
円
は
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資

本
的
収
入
額
が
資
本
的
支

出
額
に
対
し
て
不
足
す
る

２
億
２
８
３
０
万
円
は
、

当
年
度
分
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
８
２
６
万
円

と
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
２
億
２
０
０
４
万

円
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳入その他の内訳
2億6,320万円地方譲与税

2億5,375万円地方消費税交付金

1億7,267万円分担金及び負担金

1億7,034万円使用料及び手数料

1億5,062万円財産収入

8,816万円繰越金

6,573万円自動車取得税交付金

3,411万円地方特例交付金

1,090万円ゴルフ場利用税交付金

1,040万円利子割交付金

903万円寄附金

419万円交通安全対策特別交付金

202万円配当割交付金

151万円株式等譲渡所得割交付金

97万円国有提供施設等所在市町
村助成交付金

平平成成2200年年度度決決算算とと財財政政状状況況

特別会計
差引収支歳　出歳　入会　　計

4,９８７万円３０億4,８８２万円３０億9,８６９万円国民健康保険

5,１４７万円１４億8,２９２万円１５億3,４３９万円介護保険

4万円2億5,８９１万円2億5,８９５万円老人保健

４３万円2億2,４５８万円2億2,５０１万円後期高齢者医療

１３９万円2,１４６万円2,２８５万円公設市場事業

1,２１７万円１２億3,４５６万円１２億4,６７３万円下水道事業

５０８万円1億6,５３５万円1億7,０４３万円簡易水道事業

企業会計
補てん額支　出収　入会　　計

4億0,１８８万円4億1,３７７万円収益的収支水道
事業 2億1,３０５万円2億5,７７３万円4,４６８万円資本的収支

3億9,４３３万円4億2,５６０万円収益的収支ワイン
事業 2億2,８３０万円2億2,８３０万円資本的収支

市市税税
2244億億7,847,8400万円万円
（23.1％（23.1％））

市市債債
33億億8,838,8300万円万円
（3.6％（3.6％））

国庫支出国庫支出金金
1100億億 646411万円万円
（9.4％（9.4％））

道支出道支出金金
55億億3,613,6188万円万円
（5.0％（5.0％））

諸収諸収入入
2億5,802億5,8055万円万円
（2.4％（2.4％））

繰入繰入金金
7,397,3977万円万円
（0.7％（0.7％））

そのその他他
1122億億3,763,7600万円万円
（11.5％（11.5％））

地方交付地方交付税税
4477億億4,924,9277万円万円
（44.3％（44.3％））

歳入総歳入総額額
１０ １０７７億億2,８１2,８１８８万円万円

鰹問 財政課　拶39‐２３０６
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主な事業と費用
１８９万円地区住居表示事業

９７２万円福祉燃料助成事業

１３０万円障害者自立支援特別対策事業

3,７４２万円各種予防接種事業

2億4,４７４万円ごみ処理の広域化事業

1億3,７３５万円中山間地域等直接支払事業

1億2,４８９万円防衛施設周辺農業用施設設置事業

3,６５９万円農地・水・環境保全向上対策事業

３５０万円富良野・美瑛キャンペーン推進事業

1,９４６万円太陽の里パークゴルフ場整備事業

9,２３３万円市道改良舗装事業

1億1,３９２万円土地区画整理事業

2,３１４万円公営住宅ストック総合改善事業

1,６９６万円児童生徒送迎事業

５３６万円山部小学校屋内運動場改築事業

市債の現在高（平成２０年度末）
金　　額区　　分会　計

１１８億7,７７２万円一般会計市債合計

1億7,４５５万円市場事業債

特別会計 ５４億1,９１４万円下水道事業債

6億0,８８４万円簡易水道事業債

３３億9,９８１万円上水道事業債企業会計

平成２０年度決算にもとづく
富良野市の

「「健全化判断比率等健全化判断比率等」」
を公表します

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が平成２１年度から完全施行され、市の財政状況
を判断するための健全化判断比率を公表するこ
ととなりました。早期健全化基準及び財政再生
基準を超過した場合、健全化計画及び財政再生
計画の策定が義務付けられています。
　富良野市は、いずれの指標も基準を下回って
いますが、将来を見すえ、引き続き健全な財政
運営に努めていきます。

虚健全化判断比率

国の基準富良野市の
健全化判断比率 財政再生早期健全化

２０％１３.８４％実質赤字額なし実質赤字比率

４０％１８.８４％実質赤字額なし連結実質赤字比率

３５％２５％１３.2％実質公債費比率

３５０％１０８.8％将来負担比率

許資金不足比率

　下記の富良野市における各公営企業会計について
は、資金不足（赤字）は生じていません。
対象公営企業会計

陰公設地方卸売市場事業特別会計
隠公共下水道事業特別会計韻簡易水道事業特別会計
吋水道事業会計右ワイン事業会計

陰実質赤字比率

　 一般会計の赤字額を市税等の財源の規模と
比較して指標化し財政運営の深刻度を示します。
隠連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字と黒字を合算(連結)して、
地方公共団体全体としての赤字の程度を市税等
の財源の規模と比較して指標化し、財政運営の
深刻度を示します。
韻実質公債費比率

　地方債等の返済額の大きさを指標化し、資金
繰りの危険度を示します。
吋将来負担比率

　地方公共団体の一般会計の地方債や将来支払
うことになる可能性のある負担等の現時点での
残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が
高いかどうかを示します。
右資金不足比率

　公営企業の資金不足(赤字)の状況を指標化し
て、経営状況の深刻度を示します。

市民１人当たり
行政経費

430,680円

市民１人当たり
市税負担額

101,209円

歳出総歳出総額額
１０ １０５５億億4,６５4,６５００万円万円

民生民生費費
2288億億6,776,7766万円万円
（27.2％（27.2％））

土木土木費費
1111億億5,795,7933万円万円
（11.0％（11.0％））

公債公債費費
1144億億9,559,5555万円万円
（14.2％（14.2％））

総務総務費費
1122億億7,067,0611万円万円
（12.1％（12.1％））

教育教育費費
1111億億7,987,9811万円万円
（11.2％（11.2％））

農林業農林業費費
77億億5,055,0522万円万円
（7.1％（7.1％））

衛生衛生費費
99億億2,632,6399万円万円
（8.8％（8.8％））

消防消防費費
44億億 22 2244万円万円
（3.8％（3.8％））

商工商工費費
33億億 88 8811万円万円
（2.9％（2.9％））

議会議会費費
11億億5,085,0822万円万円
（1.4％（1.4％））

労働労働費費
3,603,6066万円万円
（0.3％（0.3％））

用 語 解 説
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みその幼稚みその幼稚園園

ひまわり幼稚ひまわり幼稚園園 みどり幼稚みどり幼稚園園

ルンビニ幼稚ルンビニ幼稚園園 １１月８日から２２日にかけて
市内の４カ所の幼稚園で発
表会が行われました。

とぶき大学三校合同主張・実践発
表交流会が１１月１８日に文化会館

で行われ、学習や研究の成果を披露しま
した。４組の主張発表の後、学校・学年
ごとの研究発表があり、「湧き水調べ」
など独自の調査をまとめたものを発表、
午後からの実践発表では、歌や踊りなど
が演じられました。お孫さんから借りた
学生服やセーラー服を着て歌い踊る姿
に、会場は笑顔で包まれました。

和気 藹 
あい

 藹 。ことぶき大学発表会
あい

こ

ふらのワインと豪華料理に舌鼓。華酔祭

らのワインの新種を楽しむ「華酔
祭」が１１月１７日、ワインハウスで

開催され、１１０人の参加者が新酒富良野
など８種類のワインを堪能しました。今
年のワインは天候不順の影響で「当たり
年」ではありませんでしたが、道内他産
地と比較すると良品質で、平年作を維持
しました。会場からは「おいしい」「飲
みやすい」との声が聞かれ、参加者は料
理とワインの相性に酔いしれました。

ふ
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占冠村

ウインターシーズン到来！

　スキーヤーからスノーボーダー
まで思う存分楽しめるトマムス
キー場が、１２月１日（予定）オー
プンします！
　トマム山には、上級者限定コー
スから初級者ゲレンデコースまで
多彩なコースがあります。パウ
ダーを超えたシルキースノーの
コースをこの冬楽しんでみません
か。

鰹問 占冠村観光協会 拶３９‐８０１０

中富良野町

北星スキー場がオープンします

　ウインターシーズン到来！！夏
のラベンダー畑が、冬は町の景色
を一望できるスキー場になります。
　初心者から上級者、スノーボー
ダーやファミリー、みんなで楽し
めますので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２６日鰹土 

鰹問 産業建設課　拶４４‐２１２３

南富良野町

国設南ふらのスキー場オープン

　フラノ・トマム・サホロといっ
た有名なリゾートスキー場に囲ま
れているなかで、雪質・設備とも
劣らず、町営だからできる低料金
が魅力的！
　初級者から上級者まで楽しめま
すので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２３日鰹水 

鰹問 産業課 拶５２‐２１７８

上富良野町

第２３回  北の大文字

　年越し恒例のイベント「北の大
文字」を日の出公園で行います。
上富良野神社で採取した御神火を
「大」の文字に点火すると新年の幕
開けです。幻想的なムードの中、
夜空には花火も彩ります。
　会場では、冷えたからだを温め
てくれるあたたかい飲み物なども
ありますので、ぜひご来場くださ
い。大文字の点火に参加していた
だける御神火の点火人を募集しま
す。当日も歓迎します。

と　き　１２月３１日鰹木 午後１１時３０分

鰹問 事務局 拶４５‐２１９１

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「 昔風の家 」

いろいろな藍
染布で、日本昔
話にでてくる
ような懐かし
い家を作って
みました。　　
ちょっと癒さ
れませんか？

長田郁子さん
　　　　（東山）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して
います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。
応募、問い合わせは･ ･ ･ 企画振興課　拶３９‐２３０４

異文化交流！ハロウィンパーティ

６回全国小学生タグラクビー選手
権大会富良野支部予選会が１１月２１

日、スポーツセンターで行われ、１１チーム
が参加しました。タグラクビーは、腰に
「タグ」と呼ばれるリボンをつけ、タック
ルの代わりにタグをとられた人がボール
を手放すルール。試合では、華麗なパスや
相手を抜き去りトライを決めると会場か
ら大きな歓声があがっていました。結果は、
「ふらのへそタグズＡ」が優勝しました。

タグラクビー。ふらのへそタグズＡが４連覇

くの外国で古くから行われている
お祭り「ハロウィンパーティ」が

１０月３１日、図書館前庭などで行われまし
た。図書館まつりの一環として、外国語
指導助手（ALT）が中心となり今年で３
年目。会場では、手玉投げや釣りゲーム
などのゲームが行われて、参加者にはア
メやお菓子などが配られました。仮装コ
ンテストには約４０人の子どもたちが参
加。ハロウィンコスチュームなどに身を
包み、異文化交流を楽しんでいました。

多

第
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Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
自
転
車
（　

・　

イ
ン
チ
）
捌
シ
ン
グ

１４

２０

ル
ベ
ッ
ド
捌
テ
ー
ブ
ル

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
婦
人
用
自
転
車

捌
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
捌
ス
キ
ー（
１
０

０
㎝
）
捌
テ
レ
ビ

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

我が家の消火器は安全に使えるの？（6０代 男性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　長期間放置した消火器が腐食により破裂し、大

　　　けがをする事故が新聞・テレビなどで大きく報

道されました。このニュースを見て、我が家の消火器

は安全に使えるのか心配になりました。消火器は購入

して６年ほど経っており、玄関に置いたままにしてあ

りますが、安全に使用できるのか教えてください。

　　　すべてのモノは、時間の経過とともに劣化し、　
　　　消火器も例外なく一度も使わなくても歳月とと
もに劣化します。消火器の耐用年数は一般的に８年と
設定されています。家庭での設置場所は虚水がかかる
場所及び湿気のある場所に設置しない、許直接地面や
床に設置しない、距温度変化の大きい場所は避けるこ
とです。
　また、家庭用消火器に点検義務はありませんが、い
ざという時に使用できなければ意味がありませんので、
時々自分の目で消火器の状態を確認してください。内
容としては虚消火器の耐用年数は過ぎていないか、許
本体にへこみや変形がないか、距キャップ（首の部分）
や底部が錆ついていないかです。点検した結果、安全
に使用できるかどうか不安の場合は、購入した販売店
または消火器を取り扱う業者に相談することをお勧め
します。また、消火器の破裂事故に便乗して、悪質な
訪問販売が横行していますので注意ください。

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

博物館へ

近内　ユキ子さん
１点卓上レコードプレーヤー 
４点LP盤レコード
 ４０点EP盤レコード
１点ソノシート盤レコード

ガラス製のマニキュア容器は陶磁器・ガラスになります。中身
が固まって残ってしまった場合でも、そのままビンポスト横に
ある陶磁器・ガラス専用コンテナ（青色）に入れてください。
無駄にならないよう最後まで使い切るようにしましょう。

Ｑガラス製のマニキュア容器を捨てたいのですが中身が固まっ
て残っています。どうしたらいいですか？

Ｑ

A

Ａ絵の具などの金属製チューブ類
は、固形燃料ごみになります。中
身を使い切ってから出してくだ
さい。

Ｑ絵の具などに使用されている金属製のチューブ類は何ごみに
出せばいいのですか？
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お子さんの写真を募集しています！
応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

ゆ～きやこんこ
ん♪初めての冬、
サンタさんに会
えるかな？

五十五十嵐嵐花梨 花梨 さんさん
かりかりんん

　(５カ月(５カ月））弥生町弥生町

年子の兄弟です。
毎日仲良く遊んで
います♪

柿柿木木玲皇 玲皇 さんさん　(１歳(１歳））
れれ おお

皇輝　　 皇輝 さんさん　(２歳）(２歳）
こうこうきき

北斗　　　　　　　北斗町町

富良野医師会　理事　林　浩　先生 ●補聴器の話②

　

前
回
に
続
き
、
補
聴
器
装
用
の

注
意
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

補
聴
器
の
種
類
に
つ
い
て
で

す
が
、
外
観
上
の
分
類
と
し
て
挿

耳
型
補
聴
器
・
耳
か
け
型
補
聴

器
・
箱
型
補
聴
器
が
主
な
も
の
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
使
用
す
る

方
の
好
み
、
補
聴
効
果
、
価
格
な

ど
を
考
慮
し
、
販
売
店
の
方
と
よ

く
相
談
し
て
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
機
能
上
の
分
類
と
し
て
、

ア
ナ
ロ
グ
補
聴
器
と
デ
ジ
タ
ル

補
聴
器
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
最
近
は
高
性
能
の
デ

ジ
タ
ル
補
聴
器
が
販
売
さ
れ
、
折

り
込
み
広
告
な
ど
で
も
目
に
す
る

機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
デ

ジ
タ
ル
補
聴
器
の
み
が
持
つ
機
能

を
す
べ
て
の
難
聴
の
方
が
必
要
と

し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
特
に
ほ

と
ん
ど
家
の
中
で
生
活
し
て
い
る

方
は
必
ず
し
も
必
要
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
高
価
な

デ
ジ
タ
ル
補
聴
器
が
万
能
で
あ
る

と
は
考
え
ず
に
、
自
分
に
適
し
た

補
聴
器
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
聴
器
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
助
け
を
行
う
機
械
で
す
。

あ
く
ま
で
も
機
械
で
す
か
ら
、
自

分
の
望
む
１
０
０
％
の
効
果
が
得

ら
れ
な
い

こ
と
も
あ

る
こ
と
を

十
分
に
理

解
し
て
く

だ
さ
い
。
例
え

ば
、
今
ま
で
聞

こ
え
て
い
な

か
っ
た
日
常

の
環
境
雑
音

（
車
の
騒
音
・

冷

蔵

庫

の

モ
ー
タ
ー
音

な
ど
）
が
補
聴
器
を
使
う
こ
と
で

急
に
聞
こ
え
て
く
る
た
め
、
そ
れ

を
不
快
と
感
じ
て
装
用
を
や
め
て

し
ま
う
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
早

口
で
話
さ
れ
た
時
や
雑
音
下
で
の

聞
き
取
り
、
多
人
数
で
の
会
話
の

際
に
は
、
補
聴
器
を
使
用
し
て
い

て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不

便
を
感
じ
る
場
面
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
機
械
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
す
。

　

ま
と
め
と
し
て
補
聴
器
を
装
用

す
る
際
に
は
、

虚
詳
し
い
聴
力
検
査
を
行
い
、
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
の

　

評
価
を
行
い
ま
す
。

許
現
在
の
障
が
い
の
程
度
に
合
っ

　

た
補
聴
器
の
選
択
を
行
い
、
調

　

整
し
ま
す
。

距
貸
し
出
し
な
ど
し
て
も
ら
い
、

　

日
常
生
活
の
中
で
の
必
要
性
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い

　

の
改
善
の
程
度
を
評
価
し
ま
す
。

鋸
不
十
分
な
部
分
を
購
入
店
と
相

　

談
し
、
納
得
で
き
る
ま
で
再
調

　

整
し
て
も
ら
い
ま
す
。

漁
補
聴
器
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と

　

を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

左から
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

　
月
は
市
税
な
ど
の
　
　

１２　
　
納
入
推
進
月
間
で
す

　

市
道
民
税
や
固
定
資
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
公
営

住
宅
使
用
料
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
平
日
の
日
中
に
納
入

や
相
談
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

休
日
・
夜
間
窓
口
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。
相
談
は
電
話
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

○
夜
間
窓
口

と　

き　
　

月　

日
鰹木
 

・　

日
鰹金
 

１２

１７

１８

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

対　

象　

　
　
　

市
税
・
公
営
住
宅
使
用
料

○
休
日
窓
口

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 

・　

日
鰹日
 

１２

１９

２０

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

対　

象　

市
税

※
場
所
は
税
務
課
９
番
窓
口

鰹問
 

税
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
２

鰹問
 

都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

総
合
市
民
相
談

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
考
え
こ
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
鰹木
 

１２

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

内　

容　

行
政
相
談
・
交
通
事
故
・

多
重
債
務
・
離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・

人
権
・
い
じ
め
な
ど

鰹問
 

市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

道
民
人
権
１
１
０
番

　

人
権
相
談
に
関
す
る
相
談
電
話

窓
口
を　

月
１
日
鰹火
 

よ
り
開
設
し

１２

ま
し
た
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

内　

容　

虐
待
・
い
じ
め
・
暴
行
・

い
や
が
ら
せ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
・
ご
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど

相
談
員　

法
務
局
職
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員

開
設
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
（
平
日
の
み
。　

月

１５

１２

　

日
鰹火
 

〜
１
月
３
日
鰹日
 

は
除
く
）

２９電
話
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

拶
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

魔女の宅急便　その６
　 それぞれの旅立ち

　角野　栄子

　長年の恋を実らせ、と
んぼさんと結婚したキ
キ。今では双子の子ども、
ニニとトトも１１歳にな
りました。お母さんに
なったキキ、お父さんに
なったとんぼさん。ニニ
とトト。それぞれが旅立
ちを迎えます。シリーズ
完結。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日、２３日鰹水 
　３１日鰹木 ～１月５日鰹火 

１２月の休館日
年末年始休館日

２階多目的ホール　

　１２月１２日鰹土 午前１０時３０分　クリスマスおはなし会
　１２月１９日鰹土 午前１０時３０分　クリスマス英語のおはなし会
１階おはなしコーナー　
　１２月１６日鰹水 午後２時　どんぐりクリスマスおはなし会
　毎週水曜日午後３時　どんぐりおはなし会
　（冬休み中はお休みします）

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
いもと　ようこいとしの犬ハチ

角野　栄子あかちゃんがやってきた

後藤　竜二１ねん１くみ１ばんサイコー！

●一般書（新着）
竹本　健治ツグミはツグミの森

山本　一力いかずち切り

長野　まゆみレモンタルト

鰹問
 

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
１
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

新
規
高
卒
者
の
就
職
促
進
会

　

地
域
関
係
機
関
が
連
携
、
協
力

し
、
よ
り
多
く
の
就
職
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
生
徒
が
早
期
に
就
職
内
定

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
「
新
規
高
卒

者
就
職
促
進
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
鰹火
 

１２

１５

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

３
階
（
旭
川
市
６
条
通
９
丁
目
）

対　

象　

平
成　

年
３
月
新
規
高

２２

卒
予
定
者
で
就
職
未
内
定
の
生
徒

鰹問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
０
１
７
６

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

説　　明土地の面積地目所在地番住　所

入札参加の申込みが必要です。

85.70㎡宅地
朝日町
2381番

朝日町
１番

133.14㎡宅地
朝日町
2359番

朝日町
１番

139.86㎡宅地
朝日町
2362番

朝日町
１番

市の土地を売払います
未利用財産活用方針で、競争入札に
よる売却処分と決定しました、右表
の市有財産（土地）を売払います。

現地説明会、申し込み期限、契約条
件（契約保証金、売買代金納付期限
など）は、市のホームページまたは
公告板で確認ください。

鰹問 中心街整備推進課　拶３９－２３１５

売払い財産（土地）
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広告①広告②

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

年
末
年
始
の
火
災
予
防

　

火
気
の
取
り
扱
い
が
多
く
な
る

年
末
年
始
を
迎
え
ま
す
。
火
災
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
小
売
店
や
ス
ー
パ
ー
、
ホ
テ
ル

　

な
ど
は
人
が
込
み
合
う
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
ま
す
。
い
ま
一
度
防

　

火
安
全
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◆
飲
食
店
で
の
火
の
消
し
忘
れ
や

　

た
ば
こ
の
不
始
末
な
ど
に
注
意

　

し
、
放
火
や
不
審
火
を
無
く
す

　

た
め
に
、
身
の
周
り
の
整
理
整

　

頓
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
事
業
所
な
ど
の
休
業
期
間
中
は
、

　

火
の
消
し
忘
れ
に
注
意
し
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
周
囲
に
ご
み

　

な
ど
を
放
置
し
て
お
く
と
、
放

　

火
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

防
火
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

　

い
。

◆
一
般
家
庭
や
地
域
で
は
、
次
の

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
行
し
ま

　

し
ょ
う
。

虚
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　

の
を
置
か
な
い
。

許
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　

て
を
し
な
い
。

距
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

鋸
子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

漁
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

　

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

禦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

　

の
を
近
づ
け
な
い
。

魚
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付

　

け
る
。

鰹問
 

富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

飲
酒
運
転
の
根
絶
へ

～
ま
だ
い
る
の
　
飲
ん
で
乗
る
人

飲
ま
す
人
～

　

飲
酒
し
て
運
転
す
る
と
、
気
が

大
き
く
な
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
、
注
意
力
が
低
下
す
る
た

め
、
信
号
や
歩
行
者
な
ど
を
見
落

と
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
い
な

い
か
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」
と

安
易
に
飲
酒
運
転
を
す
る
と
、
一

生
後
悔
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
飲
酒
運
転
は
本
人
の
ほ
か
、
そ

　

の
周
辺
者
も
処
罰
の
対
象
！

●
飲
酒
運
転
に
対
す
る
行
政
処
分

　

が
大
幅
強
化
！

●
二
日
酔
い
も
「
飲
酒
運
転
」
で

　

す
！

●
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
推
進

　

中
！

※
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど
へ

行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い

人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決

め
て
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

鰹問
 

富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

犯
罪
や
事
故
の
な
い
年
末
を

　

年
末
は
、
空
き
巣
や
振
り
込
め

詐
欺
、
自
動
車
盗
難
な
ど
の
市
民

生
活
に
身
近
な
犯
罪
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
年
末
を
送
り
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た

め
、
犯
罪
被
害
や
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
家
を
留
守
に
す
る
時
は
必
ず
戸

　

締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
戻

　

る
か
ら
と
い
う
気
持
ち
が
危
険

　

で
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ

　

な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
家

　

族
で
「
合
言
葉
」
を
決
め
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。
不
審
な
電
話
が

　

き
た
ら
す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
に
、

　

身
近
な
人
や
警
察
に
相
談
し
ま

　

し
ょ
う
。

●
自
動
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必

　

ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
、

　

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

車
内
に
は
、
バ
ッ
グ
や
現
金
な

　

ど
の
貴
重
品
を
は
じ
め
、
物
を

　

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

鰹問
 

富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

話
合
い
で
ト
ラ
ブ
ル
解
決

利
用
し
や
す
い
民
事
調
停

　

民
事
調
停
手
続
は
、
調
停
委
員

会
が
当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聴

き
、
歩
み
寄
り
を
促
し
、
当
事
者

の
合
意
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を

図
る
手
続
き
で
す
。
法
律
的
な
評

価
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
法
律
の

み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
紛
争
の
実
情

に
応
じ
た
柔
軟
な
解
決
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

民
事
調
停
手
続
は
、
訴
訟
ほ
ど

に
は
手
続
き
が
厳
格
で
は
な
い
た

め
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
利
用
で
き

る
う
え
、
当
事
者
は
調
停
委
員
会

の
進
行
に
従
っ
て
比
較
的
自
由
な

形
で
言
い
分
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
所
の
窓
口
に
は
、
賃
金
請

求
な
ど
い
く
つ
か
の
種
類
の
定
型

の
調
停
申
立
書
が
備
え
付
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
一
部
の
定
型
申
立

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.courts.go.jp

        
 
 
             /  
鰹問
 

富
良
野
簡
易
裁
判
所

拶
２
２
‐
２
２
０
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・

預
金
保
険
制
度

　

預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機

関
が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機

構
に
支
払
い
、
万
が
一
、
金
融
機

関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、
一
定

額
の
預
金
な
ど
を
保
護
す
る
制
度

で
す
。

　

預
金
取
扱
金
融
機
関
が
破
た
ん

し
た
場
合
は
「
無
利
息
・
要
求
払

い
・
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
こ
と
」
と
い
う
３
要
件
を
備
え
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た
決
済
用
預
金
が
全
額
保
護
と
な
る

ほ
か
、
そ
の
他
の
預
金
保
険
対
象
預

金
（
利
息
の
つ
く
普
通
預
金
や
定
期

預
金
な
ど
）
は
定
額
（
１
０
０
０
万

円
ま
で
の
元
本
と
そ
の
利
息
）
保
護

さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.fsa.go.jp

        
 
 
          /  

policy/payoff/index.htm

                       
l  

鰹問
 

北
海
道
財
務
局
旭
川
財
務
事
務
所

総
務
課

拶
０
１
６
６
‐
３
１
‐
４
１
５
１

　
催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

新
年
交
礼
会

と　

き
　
１
月
６
日
鰹水
 

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１１

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

会　

費
　
５
０
０
円
（
当
日
会
場
で

徴
収
し
ま
す
）

そ
の
他
　
事
前
申
込
み
不
要

鰹問
 

総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
混
成
合
唱
団
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　
　

月　

日
鰹日
 

１２

１３

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

曲　

目　

混
声
合
唱
組
曲
「
空
と
ぶ

う
さ
ぎ
」、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ほ
か 

入
場
料　

無
料

鰹問
 

団
長　

澤
村
さ
ん

拶
２
３
‐
４
３
２
６

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
有
財
産
を
売
払
い
ま
す
　

北
の
峰
町
　
番
宅
地

１０

　

次
の
市
有
財
産
を
記
載
の
条
件
及

び
売
払
い
価
格
で
売
却
し
ま
す
。

物　

件　

北
の
峰
町　

番
宅
地

１０

●
所
在　

富
良
野
市
北
の
峰
町　

番
１０

（
１
９
７
１
番　

）
１４

●
地
目　

宅
地

●
登
記
面
積　

３
１
７
・　

平
方

３５

メ
ー
ト
ル
（
約　

坪
）

９６

●
売
払
金
額　

５
３
５
５
千
円

●
そ
の
他　

間
口
約　

・
９
メ
ー
ト

１０

ル
、
奥
行
約　

・　

メ
ー
ト
ル
、
前

２９

０９

面
道
路
＝
市
道

売
却
条
件　

　

投
機
的
取
得
及
び
転
売
目
的
で
の

購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
契
約
後
３
年

以
内
に
住
宅
を
建
築
で
き
る
方
。

そ
の
他

　

現
地
説
明
会
、
申
し
込
み
期
限
、

契
約
条
件
（
契
約
保
証
金
、
売
買
代

金
納
付
期
限
な
ど
）
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
公
告
板
で
確
認
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

鰹問
 

財
政
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、
同

事
業
を
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・

補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
先

の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
な
ど

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

費　

用　

賛
助
金
と
し
て
一
律　

万
１０

円
（
沖
縄
は
５
万
円
）。

実
施
地
域　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

中
国
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島

鰹問
 

除
日
本
遺
族
会
事
業
課

　

拶
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

北
の
峰
ナ
イ
タ
ー
ゲ
レ
ン
デ

　
　
無
料
利
用
シ
ー
ズ
ン
券

　

平
成　

年
度
冬
期
観
光
資
源
活
性

２１

化
事
業
の
第
一
弾
と
し
て
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
北
の
峰
ナ
イ
タ
ー
ゲ
レ
ン
デ

（
北
の
峰
高
速
第
１
リ
フ
ト
）が
市
民

に
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
。
リ
フ
ト
に

乗
車
す
る
際
は

市
民
無
料
リ
フ

ト
券
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
市
民

限
定
シ
ー
ズ
ン

券
の
提
示
で
、
ナ

割引料金通常料金区　　　分期　　間券　種

2,0002,500おとな１１月２１日
～１２月４日

１日券

1,0001,800シニア・こども

2,5003,000おとな
１２月５日
～１２月１８日 １,5002,000シニア

1,0002,000こども

3,0004,200おとな
12月19日
～2月28日 2,0003,200シニア

1,0003,200こども

2,5004,200おとな
３月１日
～３月２８日 １,5003,200シニア

1,0003,200こども

2,0004,200おとな３月２９日
～５月５日 1,0003,200シニア・こども

1,2001,500おとな
開始～終了ナイター

券 5001,000シニア・こども

鰹問  企画振興課　　拶３９‐２３０４

富良野スキー場では、今シーズンも市民を対象にし
た割引券「市民スキーリフト施設利用券」を次の場
所で配布しています。（金額は左表のとおりです）

利用券発行所

市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、
図書館、スポーツセンター、山部・東山支所、
ふらの農業協同組合本所・東部出張所

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野ススススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ススススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券

※こども料金は小学生以下、シニア料金は６０歳以上
（ただし、夫婦で利用の場合はどちらかが６０歳以上
であれば２人ともシニア料金）

携帯で読み取っ
てください。地図
が表示されます
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イ
タ
ー
期
間
中
は
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル

の
半
額
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
無
料
な

ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

対　

象　

市
民

受
付
期
間　
　

月
１
日
鰹火
 

〜
北
の
峰

１２

ナ
イ
タ
ー
ゲ
レ
ン
デ
終
了
ま
で

手
数
料　

２
０
０
円（
発
券
手
数
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.furano

        
 
 
       -  

kankou.com
/gogosiki.htm

          
             

l  

問
合
せ
／
申
込
先

社
団
法
人
ふ
ら
の
観
光
協
会

拶
２
２
‐
５
７
７
７

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

市
民
体
験
講
習
会

　

転
倒
予
防
に
、
冬
の
運
動
不
足
解

消
に
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ

て
歩
き
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
と
こ
ろ
（
い
ず
れ
も　

月
の

１２

午
前　

時
〜　

時　

分
）

１０

１１

３０

５
日
鰹土
 
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　

日
鰹土
 
　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ

１２
　
　
　
　

ン
タ
ー
駐
車
場

　

日
鰹日
 
　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ

１３
　
　
　

ホ
ー
ル
（
屋
内
講
習
会
）

　

日
鰹土
 
　

弥
生
町
若
葉
通
り
市
職
員

１９
　
　
　
　

駐
車
場

　

日
鰹日
 
　

北
の
峰
町
朝
日
が
丘
公
園

２０
　
　
　
　

駐
車
場

内　

容　

正
し
い
ポ
ー
ル
の
使
い
方
、

安
全
な
冬
道
の
歩
き
方

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

水
、
帽
子
、
手
袋
、
暖
か

い
服
装

申
込
み　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　

ポ
ー
ル
は
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
る
の
で

希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

鰹問
 

北
海
道
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

角
幡
さ
ん　
　

拶
２
３
‐
４
１
６
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
通
年
雇
用
　
　

２１

促
進
支
援
事
業

　

富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促
進
協

議
会
で
は
、
通
年
雇
用
を
め
ざ
す
季

節
労
働
者
の
資
格
取
得
を
応
援
す
る

た
め
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
人
材
育
成
技
能
講
習
事
業

時　

期　

１
月
下
旬
〜
２
月
中
旬

内　

容　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
玉
掛

け
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

※
原
則
一
人
一
科
目

費　

用　

無
料

●
資
格
取
得
促
進
事
業

時　

期　

随
時
受
付

内　

容　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２２

１０

に
合
格
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
り
、

資
格
取
得
に
要
し
た
経
費
の
３
割

（　

万
円
限
度
に
複
数
の
利
用
可
）を

１０助
成
し
ま
す
。

申　

請　

受
講
前
に
、
当
協
議
会
に

て
相
談
を
行
い
、
申
請
の
承
認
を
受

け
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

対
象
者　

今
年
度
ま
た
は
前
年
度
に

短
期
雇
用
特
例
求
職
者
給
付
の
受
給

資
格
を
得
た
市
民
（
現
在
、
雇
用
保

険
の
一
般
被
保
険
者
を
除
く
）

申
込
み　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
な
ど

の
手
続
き
は
、
事
務
局
窓
口
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
申
込
時
に
雇
用
保
険

特
例
受
給
資
格
者
証
の
写
し
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
要
件
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促
進
協

議
会
（
市
商
工
観
光
課
内
）

拶
３
９
‐
２
３
１
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

糖
尿
病
教
室

知
っ
て
お
き
た
い
冬
の
体
重
・
血
糖

値
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
コ
ツ

と　

き　
　

月　

日
鰹土
 
　

午
前
９
時

１２

１９

　

分
〜　

時　

分
（
８
時　

分
か
ら

２０

１１

４０

５０

順
次
血
糖
値
測
定
を
行
い
ま
す
）

と
こ
ろ　

協
会
病
院
３
階
大
会
議
室

内　

容　

室
内
運
動
の
実
技
・
運
動

前
後
の
簡
易
血
糖
値
測
定
・
冬
の
食

事
講
話

参
加
料　

無
料

申
込
み　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
当
日
参
加
も
可
能
で
す
）

そ
の
他

●
必
ず
朝
食
を
と
っ
て
き
て
く
だ
さ

　

い
●
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

　

さ
い

鰹問
 

協
会
病
院
相
談
セ
ン
タ
ー
（
保
健

師
・
栄
養
士
）
拶
２
３
‐
２
１
８
１

年年金金だだよよりり
平成２２年１月から「年金相談」が変わります！
　今まで毎月２回行われていた「年金相談」は、社会保
険庁が日本年金機構へ移行することに伴い、１月から月
１回の開催となり時間と内容も次のとおり変わります。
虚完全予約制になります。
許当日予約なしに相談に来られた方には、後日回答する
　ことになります。
　相談が必要な方は、市役所１階②番窓口か直接年金相
談ダイヤル（0166-72-5004）へ予約ください。予約には、
相談者（及び配偶者）の年金番号が必要になります。
※今後の日程
　１月１９日（火）、３月１７日（水）会場／商工会議所
　２月１７日（水） 会場／富良野市役所大会議室
　時　間　午前９時３０分～午後４時

住所や年金の受け取り口座が変わるときは届出を
　住所や支払いを受ける金融機関を変更するときには、
「年金受給権者住所・支払機関変更届」を社会保険事務
所に提出してください。

　「住所・支払機関変更届」が提出されないと、年金の
支払額をお知らせする通知書が届かなかったり、希望す
る金融機関で年金を受けられない場合があります。

年金証書を失くしたときは再交付の手続きを
　「年金証書」を汚したり、失くしたりしたときは、「年
金証書再交付申請書」を社会保険事務所に提出して、「年
金証書」の再交付を受けてください。
　「年金証書」は、各種の届出や年金相談のときに必要
になりますので、大切に保管しておきましょう。

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

保険料の支払いはお忘れなく

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和１９年１２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日
以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、
誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに
なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印
鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。



発行/富良野市
編集/総務部企画振興課広聴広報係
〒076-8555 富良野市弥生町1番1号

雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１
富良野市ホームページ　

http://www.city.furano.hokkaido.jp/

広報ふらのは再生紙を使用しています

こうほう    平成2１年１２月号   №５７９

■１１月８日から２２日にかけて市内４カ所の幼稚園
のお遊戯会に取材でお邪魔させてもらいました。ど
の会場でも、合唱や遊戯、劇など衣装から振り付け
まで大変凝っていて見事なステージが披露されて
いました。その中でも、振り付けを忘れたときの子
どもたちの仕草が一番可愛かったです。（い）

編集
後記

極
月
の
赤
き
裸
灯
や
工
事
急

上
坂　

睦
美

電
飾
に
夫
の
星
足
す
ク
リ
ス
マ
ス

遠
藤　

妙
子

資
金
繰
り
に
疲
れ
し
夜
の
雪
積
る

津
山　

洋
子

ジ
ャ
ム
瓶
の
上
に
一
房
山
葡
萄

松
藤　

道
子

ふ
り
か
え
る
友
の
笑
顔
に
大
花
野

森　

美
代
子

洗
い
上
げ
よ
い
し
ょ
と
大
根
吊
し
け
り

相
良　

紀
子

丘
の
上
の
公
園
の
柵
に
も
た
れ
つ
つ

思
い
思
い
の
故
郷
し
の
ぶ　
　
　
　
　
　

富
永　

ス
ミ

 
吾
亦
紅 
す
す
き
ほ
お
ず
き
秋
明
菊

わ
れ
も
こ
う

素
焼
き
の
壺
に
晩
秋
を
生
け
る　
　
　
　

山
内　

千
代

秋
立
ち
ぬ
風
の
す
さ
び
や
こ
と
こ
と
と

大
根
を
煮
る
厨
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　

坂
東　

節
子

文
化
祭
丹
精
こ
め
し
菊
花
展

一
鉢
も
と
め
し
ば
し
楽
し
む　
　
　
　
　

赤
沼　

ひ
さ

弱
き
を
扶
く
政
治
目
ざ
す
と
公
言
す

鳩
山
内
閣
に
夢
を
託
す
も　
　
　
　
　
　

中
島　

芙
蓉

嬰

　

播
州
織
の
チ
ェ
ッ
ク
柄
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
お
り
ひ

め
バ
ス
」。地
元
住
民
に
見
守

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１月１日鰹金 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■「難しく考えず、とにかくあいさつを！」…「孤
独死ゼロ作戦」に取り組み、成果を上げた、千葉県
のとある団地の自治会長さんが、先日参加した研修
会の講演のなかで言っていました。「良いことを聴
いたら、そのことを人に伝えて」とも。それを踏ま
えて書いた今月の特集記事。ぜひご一読を。（う）

ら
れ
な
が
ら
出
発
式
を
開
催

（
写
真
上
）。
こ
れ
に
伴
い
廃

線
と
な
っ
た
札
場
線
で
は
、

最
終
便
の
運
転
手
に
花
束
が

贈
ら
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
（
写
真
下
）。

（
広
報
に
し
わ
き　

月
号
よ
り
）

11

「
お
り
ひ
め
バ
ス
」
運
行
開
始

　
　
　

月
１
日
か
ら
実
証
運
行
を
開
始

１０

新
た
な
公
共
交
通


